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日
本
全
土
が
憂
う
つ
な
空
気
で
覆

わ
れ
て
い
る
。
一
年
余
り
前
、
政
権

交
代
で
沸
き
立
っ
て
い
た
国
民
の
多

く
は
今
、
足
踏
み
状
態
に
後
退
し
た

景
気
や
不
透
明
な
政
治
資
金
問
題
、

尖
閣
諸
島
沖
で
の
中
国
漁
船
衝
突
事

件
と
ロ
シ
ア
大
統
領
の
北
方
領
土
訪

問
な
ど
の
外
交
姿
勢
に
い
ら
だ
っ
て

い
る
。
現
政
権
へ
の
失
望
感
は
大
き

い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
２
０
１
１

年
春
闘
を
沈
没
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

「
円
高
」は

確
か
に
厳
し
い
が

　

政
府
は
10
月
の
月
例
経
済
報
告
で

景
気
の
基
調
判
断
を「
足
踏
み
状
態
」

と
、
２
０
０
９
年
２
月
以
来
20
カ
月

ぶ
り
に
下
方
修
正
し
た
。
海
江
田
万

里
経
済
財
政
担
当
相
は
、
ア
ジ
ア
経

済
の
減
速
と
急
激
な
円
高
で
輸
出
と

生
産
が
弱
含
み
と
な
っ
た
た
め
「
景

気
は
横
ば
い
と
判
断
し
た
」
と
述
べ

た
。

　

確
か
に
円
高
で
は
産
業
界
か
ら
は

悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。
ト
ヨ
タ
自
動
車

は
「
現
在
の
水
準
は
企
業
と
し
て
の

限
界
を
超
え
て
い
る
」、
三
菱
電
機
も

「
国
際
競
争
力
な
ど
将
来
へ
の
影
響
は

頭
が
痛
い
」
と
嘆
き
、
政
府
の
円
高

無
策
へ
の
憤
り
を
隠
さ
な
い
。

　

だ
が
、
足
元
の
企
業
業
績
は
順
調
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だ
。
２
０
１
０
年
９
月
中
間
連
結
決

算
は
多
く
の
企
業
・
業
種
で
増
収
増

益
と
な
っ
た
。
自
動
車
は
ト
ヨ
タ
自

動
車
や
ホ
ン
ダ
、
日
産
自
動
車
な
ど

が
不
況
対
策
に
よ
る
エ
コ
カ
ー
補
助

金
と
海
外
新
興
国
の
需
要
拡
大
で
ほ

と
ん
ど
の
メ
ー
カ
ー
が
増
収
増
益
を

確
保
し
た
。
電
機
で
は
日
立
製
作
所

や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
ソ
ニ
ー
な
ど
が

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
や
中
国
市
場
で

の
需
要
増
で
大
手
８
社
全
て
が
営
業

黒
字
を
確
保
し
た
。

　

下
半
期
は
円
高
と
景
気
減
速
、
政

策
効
果
の
は
く
落
な
ど
か
ら
不
透
明

感
が
強
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
を
反

映
し
て
、
上
場
企
業
の
半
数
以
上
が

２
０
１
１
年
３
月
期
で
の
経
常
損
益

を
上
方
修
正
し
て
い
る
。
下
半
期
に

多
少
の
減
速
が
あ
っ
て
も
、
一
昨
年

秋
か
ら
昨
年
春
に
見
舞
わ
れ
た
よ
う

な
苦
境
に
は
陥
ら
な
い
こ
と
は
確
実
。

　

大
事
な
点
は
企
業
経
営
者
の
覚
悟

で
あ
る
。
先
行
き
不
安
だ
か
ら
待
遇

改
善
を
見
送
る
。
で
き
れ
ば
雇
用
調

整
も
行
い
た
い̶

で
は
経
営
者
失
格

で
あ
る
。
企
業
活
動
に
参
画
す
る
全

従
業
員
を
大
切
に
す
る
経
営
が
一
番

求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
国
際
競

争
力
を
強
め
る
原
動
力
に
な
る
は
ず

だ
。

政
治
不
信
が

閉
塞
感
を
助
長

　

景
気
の
動
き
に
加
え
、
前
述
の
政

治
不
信
が
閉
塞
感
を
助
長
さ
せ
て
い

る
。

　

昨
年
８
月
末
の
総
選
挙
で
初
め
て

実
現
し
た
政
権
交
代
。
官
僚
任
せ
の

旧
態
依
然
た
る
政
治
を
排
し
政
治
主

導
で
国
家
運
営
が
行
わ
れ
る
ー
。
民

主
党
を
中
心
と
す
る
新
政
権
へ
の
期

待
は
大
き
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
新
政
権
は
一
年
経
っ
て

も
未
熟
さ
を
露
呈
し
続
け
て
い
る
。

内
政
で
は
消
費
税
増
税
が
腰
砕
け
と

な
り
、
財
政
再
建
も
社
会
保
障
も
将

来
図
が
描
け
な
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。
小
沢
一
郎
元
代
表
の
国
会
招
致

に
手
間
取
り
、
外
交
で
は
沖
縄
・
普

天
間
基
地
移
転
問
題
で
同
盟
国
・
米

国
と
の
関
係
を
ぎ
く
し
ゃ
く
さ
せ
た
。

中
国
や
ロ
シ
ア
の
不
当
行
為
に
も
毅

然
と
し
た
姿
勢
を
示
さ
な
か
っ
た
。

　

11
月
上
旬
に
実
施
し
た
共
同
通
信

社
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
菅
直
人

内
閣
の
支
持
率
は
32
・
７
％
と
大
幅

に
低
下
し
、
政
権
発
足
以
来
最
低
と

な
っ
た
。
菅
内
閣
の
外
交
を
評
価
し

な
い
が
74
％
、
企
業
・
団
体
献
金
再

開
の
方
針
に
つ
い
て
は
67
・
９
％
が

衆
院
選
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公

約
）
に
違
反
し
問
題
が
あ
る
、
と
冷

や
や
か
だ
っ
た
の
は
当
然
の
帰
結
で

あ
る
。
国
民
は
あ
き
れ
て
い
る
。
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け
に
聖
域
無
し
ー
と
は
い
え
、
労
働

者
保
護
・
支
援
に
逆
行
す
る
措
置
に

は
、
連
合
な
ら
ず
と
も
失
望
感
が
深

い
。

　

自
民
党
政
権
時
代
に
進
め
ら
れ
た

雇
用
の
規
制
緩
和
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
、
雇
用
の
安
定
に
向
け
た
政
策
を

実
現
す
る
こ
と
が
新
政
権
の
課
題
で

あ
る
。
ね
じ
れ
国
会
の
下
で
は
雇
用

政
策
が
逆
転
し
か
ね
な
い
か
ら
、
こ

の
面
で
も
労
働
側
の
監
視
が
重
要
だ
。

非
正
規
雇
用
労
働
者
に
応

え
よ

　

連
合
は
12
月
２
日
の
中
央
委
員
会

で
「
２
０
１
１
年
春
季
生
活
闘
争
」

の
闘
争
方
針
を
決
定
す
る
。

　

10
月
下
旬
の
中
央
討
論
集
会
で

了
承
さ
れ
た
来
春
闘
の
基
本
構
想
に

よ
る
と
、
景
気
の
先
行
き
不
透
明
感

や
産
業
・
企
業
ご
と
の
業
績
の
ば
ら

つ
き
な
ど
か
ら
、
統
一
的
な
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ（
ベ
ア
）
要
求
を
２
年
続
け
て

見
送
る
。
ま
た
、
パ
ー
ト
労
働
者
な

ど
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
待
遇
を
正

社
員
に
近
づ
け
る
た
め
、
時
給
ベ
ー

ス
で
正
社
員
を
上
回
る
賃
金
引
き
上

げ
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ベ
ア
要
求
の
見
送
り
は
、
本
当
に

そ
れ
で
い
い
の
か
。
連
合
自
身
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
労
働
者
の
賃
金

は
こ
こ
10
年
間
ず
っ
と
低
下
し
続
け

て
い
る
。
来
春
闘
で
は
定
期
昇
給
に

相
当
す
る
額
（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
）

を
ま
ず
確
保
し
た
上
で
、
賃
金
の
底

上
げ
や
生
活
の
維
持
向
上
に
つ
な
が

る
配
分
を
要
求
す
る
ー
と
し
て
、
産

別
組
合
や
個
別
労
働
組
合
が
実
情
に

あ
っ
た
ベ
ア
要
求
を
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。

　

低
賃
金
・
低
処
遇
に
置
か
れ
て
い

る
１
７
０
０
万
人
を
超
え
る
非
正
規

労
働
者
は
、
怒
り
を
心
に
秘
め
て
待

遇
改
善
を
求
め
て
い
る
。
連
合
が
「
す

べ
て
の
働
く
者
の
処
遇
改
善
」
を
再

び
掲
げ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、「
非

正
規
共
闘
」
を
通
じ
て
今
年
こ
そ

し
っ
か
り
と
成
果
を
勝
ち
取
っ
て
ほ

し
い
。

　

課
題
は
、
正
社
員
中
心
の
労
組
の

決
意
だ
。
労
使
交
渉
の
場
で
非
正
規

社
員
の
処
遇
改
善
を
取
り
上
げ
れ
ば
、

経
営
側
は
定
昇
を
含
め
た
正
社
員
の

賃
上
げ
を
見
送
っ
て
も
い
い
の
か
ー
と
詰

め
寄
ろ
う
。
賃
上
げ
原
資
不
足
や
労

働
分
配
率
の
上
昇
な
ど
も
強
調
す
る

だ
ろ
う
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
連
合
と
産
業
別
労
組
の
役
割

は
重
大
で
あ
る
。
く
れ
ぐ
れ
も
〝
与

党
ぼ
け
〞
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

【
11
月
10
日
記
】

　

菅
政
権
に
必
要
な
こ
と
は
明
確
な

国
家
目
標
の
設
定
だ
ろ
う
。「
最
小
不

幸
社
会
の
実
現
」
は
政
治
理
念
と
し

て
は
わ
か
る
が
国
民
の
理
解
は
得
に

く
い
。
政
権
維
持
に
汲
々
と
す
る
の

で
な
く
一
国
の
宰
相
と
し
て
の
矜
持

を
示
す
こ
と
だ
。
ま
ず
菅
首
相
自
身
、

暗
い
表
情
を
変
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

最
大
の
支
持
母
体
で
あ
る
連
合
は

何
を
し
て
い
る
の
か
。
正
面
か
ら
政

治
に
口
を
出
さ
な
い
立
場
と
し
て
も
、

政
府
・
与
党
に
国
民
の
噴
り
の
声
を

し
っ
か
り
と
届
け
な
け
れ
ば
、
存
在

価
値
は
な
い
。

雇
用
政
策
で

も
っ
と
注
文
を

　

子
供
手
当
や
高
校
の
実
質
無
償
化

な
ど
、
新
政
権
の
下
で
「
国
民
生
活

が
第
一
」
の
公
約
は
あ
る
程
度
実
施

さ
れ
て
き
た
。
来
年
度
予
算
も
社
会

福
祉
重
点
型
で
編
成
す
る
方
向
性
は

評
価
で
き
よ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
前
通
常
国
会
で
早

期
成
立
が
期
待
さ
れ
て
い
た
労
働
者

派
遣
法
改
正
案
は
継
続
審
議
と
な
っ

た
。
改
正
案
は
社
会
問
題
化
し
た
〝
派

遣
切
り
〞
に
歯
止
め
を
掛
け
、
雇
用

の
安
定
に
向
け
た
一
歩
に
な
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
重
要
法
案
だ
。

　

と
こ
ろ
が
今
年
の
7
月
の
参
院

選
で
民
主
党
が
敗
北
し
た
結
果
、
成

立
の
見
通
し
が
立
た
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
自
由
民
主
党
な
ど
野
党
は

改
正
案
の
修
正
を
求
め
る
構
え
で
あ

り
、
日
本
経
団
連
も
最
近
に
な
っ
て

派
遣
期
間
を
現
在
の
３
年
か
ら
５
年

に
拡
大
す
る
規
制
緩
和
を
要
望
す
る

あ
り
さ
ま
だ
。

　

ま
た
、
政
府
の
行
政
刷
新
会
議

（
議
長
・
菅
首
相
）
が
10
月
に
実
施
し

た
事
業
仕
分
け
第
３
弾
で
は
、
労
働

保
険
特
別
会
計
の
雇
用
安
定
と
能
力

開
発
の
雇
用
保
険
２
事
業
が
廃
止
と

な
っ
た
。

　

さ
す
が
に
連
合
の
古
賀
伸
明
会
長

は
菅
首
相
と
面
会
し
、「
雇
用
保
険
２

事
業
の
廃
止
は
全
く
納
得
が
い
か
な

い
。
あ
ら
た
め
て
検
討
を
お
願
い
し

た
い
」
と
申
し
入
れ
た
。
事
業
仕
分
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